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講義・演習・実習の別 必修・選択の別

講義 選択

授業回数 配当年次

１５回 １年後期

授業回数 担当教員

１ 国分 秀也

２ 国分 秀也

３ 佐野 和美

４ 佐野 和美

５ 加藤 裕久

６ ＊村石 真起夫

７ ＊前田 幹広

８
＊吉田 捻

＊岩澤 孝昌

９ ＊濱田 優

１０ ＊坪谷 綾子

１１ ＊伊藤 慎介

１２ ＊岩波 慶一

臨床における適切な薬物使用の実際
内分泌・代謝系作用薬糖尿病の薬物治療

臨床における適切な薬物使用の実際について、内分泌・代謝系作用薬につい
て理解を深める。【e-learning】

臨床における適切な薬物使用の実際
抗リウマチ・アレルギー薬

臨床における適切な薬物使用の実際について、抗リウマチ・アレルギー薬に
ついて理解を深める。【e-learning】

臨床における適切な薬物使用の実際
循環器系作用薬
不整脈の薬物治療

臨床における適切な薬物使用の実際について循環器系作用薬について理解
を深める。【e-learning】

臨床における適切な薬物使用の実際
呼吸器系作用薬
肺炎の薬物治療

臨床における適切な薬物使用の実際について、呼吸器系作用薬について理
解を深める【e-learning】

臨床における適切な薬物使用の実際
消化器系作用薬
便秘・下痢

臨床における適切な薬物使用の実際について、消化器系作用薬について理
解を深める。【e-learning】

医薬品の適正使用Ⅴ
特別な配慮を要する医薬品、相互作用、注射
薬の配合変化、など

医薬品の適正使用について、臨床の場において特に特別な配慮を要する医
薬品、相互作用、注射薬の配合変化について理解を深める。【講義】【ディス
カッション】

臨床における適切な薬物使用の実際
循環器系作用薬
虚血性心疾患の治療薬

臨床における適切な薬物使用の実際について循環器系作用薬について理解
を深める。【e-learning】

臨床における適切な薬物使用の実際
循環器系作用薬
高血圧の薬物治療

臨床における適切な薬物使用の実際について循環器系作用薬について理解
を深める。【e-learning】

医薬品の適正使用Ⅰ
個体差の要因

医薬品の適正使用について、主に患者ごとの個体差の要因について理解を
深める。【講義】【ディスカッション】

医薬品の適正使用Ⅱ
血中薬物濃度の臨床的意義と役割

医薬品の適正使用について、血中薬物濃度と臨床所見との対比の観点から
その意義と役割について理解を深める。【講義】【ディスカッション】

医薬品の適正使用Ⅲ
PK/PDの応用：抗悪性腫瘍薬、など

医薬品の適正使用について、代表的な抗悪性腫瘍薬の作用機序および体内
動態を例に、体内動態と効果・毒性との関係（PK／PD理論とその応用例）に
ついて理解を深める。【講義】【ディスカッション】

救急応急処置、症状調節、慢性疾患管理に必要な薬剤を中心に、薬剤使用の判断、投与後の患者モニタリング、生活調整、回復力の促進、患者の服薬管理
能力の向上を図るための知識と看護技術を学ぶ（e-learningを含む科目である）。

到達目標

テーマ 内容

臨床薬理学とは 臨床薬理学の概論について理解を深める。【講義】【ディスカッション】

１）臨床の場において、正しく医薬品を使用するために必要となる臨床薬理学の基礎知識を学び、対象患者の治療薬使用の判断の根拠、用い方を説明できる。
２）薬剤投与後の患者モニタリングの意義を説明できる。
３）患者の服薬管理能力が向上するような服薬に関する説明・観察・指導などが説明できる。

２単位（３０時間）

加藤 裕久 ・  国分 秀也  ・ 佐野 和美  ・ 渡邉 眞理 ・
*伊藤 慎介 ・ *岩澤 孝昌 ・ *岩波 慶一 ・ *津久田 純平 ・ *坪谷 綾子 ・

*中薗 健一 ・ *濱田 優 ・ *前田 幹広 ・ *村石 真起夫 ・ *吉田 捻
（*：e-learning科目教員)

授業概要

授業科目名 科目責任者

臨床薬理学 渡邉 眞理

単位数（時間数） 科目担当教員
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講義・演習・実習の別 必修・選択の別

講義 選択

授業回数 配当年次

１５回 １年前期

授業回数 担当教員

１ 小林 紀明

２ 東村 志保

３ 東村 志保

４  小林 紀明

５ 小林 紀明

６  小林 紀明

７  小林 紀明

８ 小林 紀明

９ 小林 紀明

１０ 澤井 美奈子

１１ 澤井 美奈子

１２ 澤井 美奈子

１３ 澤井 美奈子

１４ 澤井 美奈子

１５ 澤井 美奈子

２単位（３０時間） 小林 紀明 ・ 澤井 美奈子 ・ 東村 志保

授業概要

授業科目名 科目責任者

在宅・公衆衛生学特論Ⅱ  小林 紀明

単位数（時間数） 科目担当教員

地域で暮らす個人・家族、集団への看護を考える基盤となる最新の知識及び研究の動向を理解する。また豊かな発想力を養い、在宅・公衆衛生分野における
支援・協働対象となる人々の現状に対し、支援・協働の内容や方法を考察する。また健康と生活環境のアセスメント、実践やキャリアを可視化する諸理論・モデ
ルを学ぶ。以上を通し、在宅・公衆衛生分野における管理や施策化を含む実践・研究及び教育能力を高める。

到達目標

テーマ 内容

オリエンテーション 科目の目的と進め方、自己紹介等

１）地域で暮らす個人への看護に関する最新知識や研究の動向を探る。
２）地域で暮らす家族を対象とした看護に関する最新の研究の動向を探る。
３）地域で暮らす集団（産業・学校等）を対象とした看護に関する最新の研究の動向を探る。
４）環境のアセスメントと看護との関連について理解する。
５）課題や研究に取り組むために、基礎となる理論やモデルについて理解し、活用することができる。

在宅看護に関する研究の動向1 在宅看護に関連す最新の研究の動向について（論文クリティーク）

在宅看護に関する研究の動向2 在宅看護に関連す最新の研究の動向について（論文クリティーク）

地域で暮らす個人/家族をとらえる理論１ ICFモデル  家族ケア理論

ヒューマンサービス領域の研究１ M-GTA：プロセス的な現象をとらえるとは

ヒューマンサービス領域の研究２

教育・人材育成に関する理論１ 教育システム

まとめ1 振り返りとまとめ、各自の今後の展望について（講義・ディスカッション）

海外の動きと理論１ 海外の在宅看護の動向と理論

M-GTA：社会的相互作用と理論生成

公衆衛生看護に関する研究の動向１ 公衆衛生看護に関連す最新の研究の動向について（論文クリティーク）

他分野における公衆衛生看護の役割と課題について
（講義・ディスカッション）

公衆衛生看護の役割と課題

公衆衛生看護に関する動向と理論 国内外における公衆衛生看護・地域看護分野の各種理論

教育・人材育成に関する理論２ 地域で活動する看護職のキャリアデザイン、キャリアラダー

公衆衛生看護に関する研究の動向２ 公衆衛生看護に関連す最新の研究の動向について（論文クリティーク）

まとめ２ 振り返りとまとめ、各自の今後の展望について（講義・ディスカッション）

評価 発表(資料とプレゼンテーション)40％、レポート60％

教科書 特になし
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授業回数 担当教員

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

16
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

17
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

18
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

19
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

20
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

21
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

22
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

23
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

24
石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

石川 眞里子
小林 紀明

澤井 美奈子

フィールドワーク②の発表と討議 これまでの成果を発表し討議を行う。

文献レビュー・フィールドワーク計画②
フィールドワーク①の結果および自己の研究課題を踏まえて文献学習を追加
し、フィールドワークの計画②を立てる。

フィールドワークの実際②-1
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

文献レビュー・フィールドワーク計画②
フィールドワーク①の結果および自己の研究課題を踏まえて文献学習を追加
し、フィールドワークの計画②を立てる。

フィールドワークの実際②-5
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

フィールドワークの実際②-8
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

文献レビューとまとめ
研究課題を明確にした上で、プレゼンテーションに必要な文献を追加検討し発
表資料を作成する。

発表と討議 研究課題及び計画書（仮）の発表と討議

文献レビューとまとめ
研究課題を明確にした上で、プレゼンテーションに必要な文献を追加検討し発
表資料を作成する。

フィールドワーク②の発表と討議 これまでの成果を発表し討議を行う。

フィールドワークの実際②-2
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

フィールドワーク②のまとめ
フィールドワークで得た情報やデータを自己の研究課題と関連させて整理し、
発表資料を作成する。

フィールドワークの実際②-6
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

フィールドワークの実際②-3
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

フィールドワークの実際②-4
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

評価 発表(資料とプレゼンテーション)50％、フィールドワークと成果　50％

オフィスアワー 授業の前後及び別途公開する一覧表の時間に受け付ける。

教科書 特に指定しない。

参考図書
参考WEBページ

中村好一（2012）．基礎から学ぶ楽しい疫学．医学書院
桜井 厚（2002）．インタビューの社会学―ライフストーリーの聞き方．せりか書房
佐藤 郁哉（2002）．フィールドワークの技法―問いを育てる、仮説をきたえる．
新曜社白水 智（2015）．古文書はいかに歴史を描くのか フィールドワークがつなぐ過去と未来 (NHKブックス) ．NHK出版
鵜飼 修、近江環人地域再生学座編 （2012）．
地域診断法―鳥の目、虫の目、科学の目．新評論
筧 裕介(2013)．ソーシャルデザイン実践ガイド――地域の課題を解決する7つのステップ．英治出版
箕浦康子編著（1999）．フィールドワークの技法と実際 マイクロ・エスノグラフィー入門』．ミネルヴァ書房

事前・事後学習
留意事項

地域・在宅・公衆衛生看護に関連する幅広い情報について調べて臨むこと。事後には、各回での内容を整理し学修を深め
る。効果的な発表と議論ができるよう事前・事後学習を行うこと。

フィールドワークの実際②-7
自己の研究課題によりフォーカスし、大学周辺および活動領域に関連の深い
地域や施設でのフィールドワークを行う。

フィールドワーク②のまとめ
フィールドワークで得た情報やデータを自己の研究課題と関連させて整理し、
発表資料を作成する。

テーマ 内容
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授業回数 担当教員テーマ 内容

１８ 山﨑 圭子

１９ 山﨑 圭子

２０ 山﨑 圭子

２１ 山﨑 圭子

２２ 山﨑 圭子

２３ 山﨑 圭子

２４ 山﨑 圭子

２５ 山﨑 圭子

２６ 櫻井 好美

２７ 櫻井 好美

２８ 櫻井 好美

２９ 横山 顕子

３０ 山﨑 圭子

思春期の対象への健康教育の実際
思春期を対象に作成した健康教育の指導案を、ピアカウンセリング手法を用
いて実施し、評価する。

女性の健康な体づくりの実際 クリニカルリーズニング, 骨盤ケア, 産後のコンディショニングの演習

妊娠前の成熟期女性への健康教育の指導案
作成と実際

20代前半の助成を対象に、リプロダクティブヘルスに基づいた（子どもを希望
するときにすみやかに妊娠できるための）健康教育の指導案を作成する。大
学生に実施し、評価する。

女性の健康とライフプラン ライフプラン,  キャリアプラン

思春期の対象への健康教育の実際
思春期を対象に作成した健康教育の指導案を、ピアカウンセリング手法を用
いて実施し、評価する。

思春期の対象への健康教育
プレコンセプションケアとして、思春期を対象にした性教育の内容を検討し、指
導案と指導媒体を作成する。学生相互で実施し、評価する。

評価 プレゼンテーション40％、指導案作成と実施40％、レポート課題20％

将来妊娠を希望する成熟期女性への健康教
育

妊娠前からの心身を整える準備、具体的に好ましい睡眠・食事・運動や、青年
期に増えている冷え症の改善、リラクゼーションについて検討する。

妊娠前の成熟期女性への健康教育の指導案
作成と実際

20代前半の助成を対象に、リプロダクティブヘルスに基づいた（子どもを希望
するときにすみやかに妊娠できるための）健康教育の指導案を作成する。大
学生に実施し、評価する。

まとめ
今まで実施してきた健康教育・指導を振り返り、指導案作成や実施時の留意
点を討議する。

女性の健康な体づくりの演習 クリニカルリーズニング, 骨盤ケア, 産後のコンディショニングの演習

妊娠前の成熟期女性への健康教育の指導案
作成と実際

20代前半の助成を対象に、リプロダクティブヘルスに基づいた（子どもを希望
するときにすみやかに妊娠できるための）健康教育の指導案を作成する。大
学生に実施し、評価する。

女性の健康な体づくり クリニカルリーズニング, 骨盤ケア, 腰痛と運動療法, 産後のコンディショニング

女性の健康と東洋医学 東洋医学の基礎, 鍼灸, 漢方

オフィスアワー 授業の前後及び別途公開する一覧表の時間に受け付ける。

教科書

事前・事後学習
留意事項

健康教育の指導案の作成と実際では、関連部署等との調整、対象者の募集等も含めて実施する。

参考図書
参考WEBページ

1)助産学講座　助産診断・技術学Ⅰ第6版/堀内成子・片岡弥惠子編/医学書院/ISBN:978-4-260-04226-0
2)基礎助産学[4]母子の心理・社会学第6版/我部山キヨ子・菅原ますみ編/医学書院/ISBN:978-4-260-05003-6

授業内で適宜紹介する。
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講義・演習・実習の別 必修・選択の別

講義 選択

授業回数 配当年次

１５回 １年前期

授業回数 担当教員

１ 片山 典子

２ 片山 典子

３ 片山 典子

４ 片山 典子

５ 片山 典子

６ 片山 典子

７ 片山 典子

８ 片山 典子

９ 片山 典子

１０ 片山 典子

１１ 片山 典子

１２ 片山 典子

１３ 片山 典子

１４ 片山 典子

１５ 片山 典子

精神障害の就労に関する法制度
精神障害者の就労に関する法制度を概観し、これからの就労支援のありよう
を検討する。

日本の精神保健医療福祉における課題と方
略

日本の精神保健医療福祉における現状の課題と取り組むべき方略について
検討する。

精神医療保健福祉に関する法制度①
精神保健福祉法の変遷について自己学習とプレゼンテーションに基づき、参
加者でディスカッションを行い、理解を深める。

精神医療保健福祉に関する法制度②
障害者総合支援法の変遷について自己学習とプレゼンテーションに基づき、
参加者でディスカッションを行い、理解を深める。

地域で生活する精神障害を抱えた人への支援
地域で生活する精神障害を抱えた人への先駆的取り組みを行っている支援
機関、サービスの実践例から、これからの看護のありようを検討する。

海外の精神保健医療福祉制度①
海外の精神保健医療福祉制度の歴史と法律・制度とその背景
分担課題の自己学習とプレゼンテーションに基づき、参加者でディスカッション
を行い、理解を深める。

海外の精神保健医療福祉制度②
海外の精神保健医療福祉制度の歴史と法律・制度とその背景
分担課題の自己学習とプレゼンテーションに基づき、参加者でディスカッション
を行い、理解を深める。

精神障害者の人権擁護
精神障害者における人権擁護と倫理的問題について吟味し、倫理的課題を検
討する。

精神看護の基盤となる諸理論⑤
セルフケアモデルの検討
分担課題の自己学習とプレゼンテーションに基づき、参加者でディスカッション
を行い、理解を深める。

日本の精神医療保健福祉の歴史的変遷
日本の精神医療保健福祉の歴史的変遷について参加者でディスカッションを
行い、理解を深める。

日本の精神医療保健福祉に関する法律・制度
日本の精神医療保健福祉に関する法律・制度の現状と課題について参加者
でディスカッションを行い、理解を深める。

精神看護の基盤となる諸理論②
リカバリーモデルの検討
分担課題の自己学習とプレゼンテーションに基づき、参加者でディスカッション
を行い、理解を深める。

精神看護の基盤となる諸理論③
エンパワメント・アプローチの検討
分担課題の自己学習とプレゼンテーションに基づき、参加者でディスカッション
を行い、理解を深める。

精神看護の基盤となる諸理論④
Bio-Psycho-Socialモデルの検討
分担課題の自己学習とプレゼンテーションに基づき、参加者でディスカッション
を行い、理解を深める。

１）精神看護学の基盤となる理論を学び、対象を理解するために理論を活用することができる。
２）国内外の精神保健医療福祉の変遷を理解する。
３）国内外の精神保健医療福祉制度の歴史と法体制を理解する。
４）わが国の精神保健医療福祉活動の課題と今後の発展可能性を論じることができる。

テーマ 内容

精神看護の基盤となる諸理論①
ストレングスモデルの検討
分担課題の自己学習とプレゼンテーションに基づき、参加者でディスカッション
を行い、理解を深める。

２単位（３０時間） 片山 典子

授業概要

精神看護学の基盤となる理論や概念を理解した上で、地域で生活する対象特性に合わせた包括的な看護援助について教授する。また国内外の精神保健福祉
活動の変遷と精神保健医療福祉制度の法制度を理解し、我が国の精神保健医療福祉活動の課題と今後の発展可能性について探究する。

到達目標

授業科目名 科目責任者

精神保健医療学特論Ⅰ 片山 典子

単位数（時間数） 科目担当教員
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授業回数 担当教員

２０
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２１
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２２
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２３
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２４
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２５
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２６
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２７
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２８
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

２９
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

３０
田中　秀子
ラウ　優紀子
佐々木　千佳

評価 授業への参加度・プレゼンテーション（50％）、研究計画書（50％）

オフィスアワー 授業の前後及び別途公開する一覧表の時間に受け付ける。

教科書 適宜指示する

参考図書
参考WEBページ

適時必要な図書や文献を提示する

事前・事後学習
留意事項

興味や関心のある研究テーマに関連した論文は積極的に読む

研究計画書の作成と検討④ 看護研究計画書案を作成し検討する。

研究対象と方法の検討④

慢性期・老年期看護の領域における課題の探
索⑫

リサーチクエスチョンに対する研究対象と研究方法について検討する。

テーマ

研究対象と方法の検討③ リサーチクエスチョンに対する研究対象と研究方法について検討する。

研究対象と方法の検討① リサーチクエスチョンに対する研究対象と研究方法について検討する。

研究対象と方法の検討② リサーチクエスチョンに対する研究対象と研究方法について検討する。

探索した課題について先行研究を用いて整理し、リサーチクエスチョンを明確
化する。

内容

研究計画書の作成と検討③
研究倫理ガイドラインや倫理綱領を基に、自らの研究の倫理的配慮について
検討する。

研究における倫理的配慮①
研究倫理ガイドラインや倫理綱領を基に、自らの研究の倫理的配慮について
検討する。

研究計画書の作成と検討① 看護研究計画書案を作成し検討する。

研究計画書の作成と検討②
研究倫理ガイドラインや倫理綱領を基に、自らの研究の倫理的配慮について
検討する。

研究における倫理的配慮②
研究倫理ガイドラインや倫理綱領を基に、自らの研究の倫理的配慮について
検討する。
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2024年度湘南医療大学大学院【修士課程】　教員一覧

心心身身機機能能回回復復領領域域教教員員

氏名　 職位 メールアドレス 氏名　 職位 メールアドレス

寺本　明 副学長 akira.teramoto@sums.ac.jp 田邉　浩文 副研究科長／教授 hirofumi.tanabe@sums.ac.jp

喜多村　健 研究科長／教授 kitamura.oto@tmd.ac.jp 大森　圭貢 教授 yoshitsugu.omori@sums.ac.jp

小林　和彦 教授 kazuhiko.kobayashi@sums.ac.jp

健健康康増増進進・・予予防防領領域域／／助助産産学学領領域域教教員員 柴田　昌和 教授 masakazu.shibata@sums.ac.jp

氏名　 職位 メールアドレス 鈴木　雄介 教授 yusuke.suzuki@sums.ac.jp

川本　利恵子 副研究科長／教授 rieko.kawamoto@sums.ac.jp 森尾　裕志 教授 yuji.morio@sums.ac.jp

石川　眞理子 教授 mariko.ishikawa@sums.ac.jp 山田　拓実 教授 takumi.yamada@sums.ac.jp

牛田　貴子 教授 takako.ushida@sums.ac.jp 齋藤　琴子 准教授 kotoko.saito@sums.ac.jp

片山　典子 教授 noriko.katayama@sums.ac.jp 櫻井　好美 准教授 yoshimi.sakurai@sums.ac.jp

小林　紀明 教授 noriaki.kobayashi@sums.ac.jp 中尾　陽光 准教授 yoko.nakao@sums.ac.jp

坂上　昇 教授 noboru.sakanoue@sums.ac.jp 増田　雄亮 准教授 yusuke.masuda@sums.ac.jp

田島　明子 教授 akiko.tajima@sums.ac.jp 三川　年正 准教授 toshimasa.mikawa@sums.ac.jp

田中　秀子 教授 hideko.tanaka@sums.ac.jp 下田　栄次 講師 eiji.shimoda@sums.ac.jp

鶴見　隆正 教授 takamasa.tsurumi@sums.ac.jp 中村　壽志 講師 hisashi.nakamura@sums.ac.jp

本田　芳香 教授 yoshika.honda@sums.ac.jp 土田　将之 助教 masayuki.ysuchida@sums.ac.jp

山崎　圭子 教授 keiko.yamazaki@sums.ac.jp

山勢　善江 教授 yoshie.yamase@sums.ac.jp 薬薬学学部部教教員員

ラウ　優紀子 教授 yukiko.lau@sums.ac.jp 氏名　 職位 メールアドレス

渡邉　眞理 教授 mari.watanabe@sums.ac.jp 石橋　芳雄 教授 yashio.ishibashi@sums.ac.jp

渡部　節子 教授 setsuko.watabe@sums.ac.jp 加賀谷　肇 教授 hajime.kagaya@sums.ac.jp

青島　恵美子 准教授 emiko.aoshima@sums.ac.jp 加藤　裕久 教授 yasuhisa.kato@sums.ac.jp

伊藤　ふみ子 准教授 fumiko.ito@sums.ac.jp 木村　聡一郎 教授 soichiro.kimura@sums.ac.jp

佐々木　千佳 准教授 chika.sasaki@sums.ac.jp 国分　秀也 教授 hideya.kokubun@sums.ac.jp

澤井　美奈子 准教授 minako.sawai@sums.ac.jp 定本　清美 教授 kiyomi.sadamoto@sums.ac.jp
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